
日程 意思決定支援検討WG等で検討いただいた内容

①H30.5/24 意思決定の「プロセス（いつ・誰が・何を・どのように）」についてのグループディスカッション

②H30.9/27
ガイドラインのまとめ方の協議
意思決定の「環境（支援者への教育・連携方法・情報提供等）」についてのグループディスカッション

③H30.12/13 ガイドラインの骨子・具体的な内容についてのグループディスカッション

④H31.2/26
ガイドラインの骨子・具体的な内容についてのグループディスカッション
＊H31.2/７第26回目顔の見える関係会議にて「柏モデルにおける意思決定支援ガイドラインの構築に向けて」
をテーマとしてGWを実施（参加者数157名）

意思決定支援の取り組みついて

＜第４回ワーキングの様子＞
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「意思決定支援検討ワーキンググループ」をH30年度に設置して協議
◆構成メンバー：市民（5名）・病院医師（3名）・在宅医師（4名）・病院看護師（1名）・訪問看護師（4名）

MSW（1名）･ｹｱﾏﾈｼﾞｬｰ（3名）･高齢者施設職員等（5名）･地域包括支援ｾﾝﾀｰ（2名）･社協（1名）

資料６



意思決定支援ガイドライン（構成）

★支援者向けのもの
「人生の最終段階の時」のことを考える市民を支援する際に活用
★マニュアルではない
★支援者のキャリアが浅くても，介護関係者でも理解できるもの
★イメージしやすいもの（イラストや図の活用，シンプルなもの）
★WGで出された生の声・意見を取り入れる
★いろいろなシチュエーションを想定した内容を入れる（パターン別）
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【◆ 構成 ◆】

１．はじめに（作成趣旨を明記）

２．目次

1章：「具体的なイメージが持てるような情報提供や話し合いをしましょう」

【情報提供】

2章：「これからどうしたいのか，本人の希望や想いを確認しましょう」

【意思確認】

3章：「タイミングを見逃さずにくり返し確認しましょう」

【支援のタイミング】

4章：「本人・家族とチームで共有しましょう」 【情報共有・連携】

5章：「家族の気持ちに寄り添いましょう」 【逝去後の支援】

6章：「いろいろな状況に対応しましょう」 【疾患別】【状況別】

7章：「支援者としてのスキルを身につけましょう」 【支援者の教育】

8章：「元気なうちから働きかけましょう」 【市民啓発】

３．様式・参考資料
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意思決定支援ガイドラインについて

『意思決定支援検討ワーキンググループ』で検討を重ね，成果物として

『人生の最終段階における意思決定支援
～支援者のためのガイドライン～』

が完成しました。
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＜今後のスケジュール＞

令和元年6月中旬～ 紙面の編集・印刷委託発注予定
7月末 納品予定

8月～ ガイドライン（アンケート含）配布開始
令和2年 2月頃～ アンケート集計・評価

ご活用いただいた
ご意見・ご感想を

ぜひ，お寄せください。＊レイアウトは変更予定



今後の取り組みについて
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◆意思決定支援ガイドラインに関連した今後の検討事項

①支援者向けの研修のあり方

②意向確認の柏市版共通様式の作成

③市民への啓発のあり方

④（救急医療）地域メディカルコントロール協議会＊での議論
＊地域メディカルコントロール協議会とは

病院前救護にかかる消防機関と医療機関の連絡調整，業務のマニュアル等の作成，常時指示体制の整備等について
東葛北部5市における共通ルールを決める役割を担っています。

ガイドライン作成・内容確認にご協力いただきまして
ありがとうございました。

今後とも，どうぞよろしくお願い致します。


